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今までと違う シリーズ その④ 

 新しい教訓編（スキー文化継続の危機打開策を模索）  

文責 愛知スキー協理事長・技術部長兼任 寺田 康男 

（みんなで、一つ上の指導員を目指そうプロジェクトメンバー） 

 

 

 

1/30･31で予定した 第 23回 東海ブロックスノーフェスティバル（岐阜・平湯温泉）

は、東海ブロックの総力をあげた祭典の場と位置づけ、一般も含め、スキー協を知って

ほしい全てのスノースポーツ愛好者にアピールする 最大行事でした。 

  

非常事態宣言がされたなかで、スキーのたのしさをスキー協会員とその周りの愛好者

を巻込み、発展させるべき祭典行事のフェスティバルは、残念ながら中止を決定しまし

た。 

成功と次回に繋げるべき討論を基に、フェスティバル実行委員会は 10 回行い、例年に

無い深い議論を重ねることが出来ました。特に今回は、コロナ禍の中で感染リスク回避

の対策や対応に多くの時間と労力と知恵を絞って議論をつくしました。中止にはなりま

したが、苦労した経過と経験は今後、各県や各ク

ラブ、各専門部での企画や運営で活かされると思

います。 

 

 スノーフェスティバルは、中止しましたが、山

スキー行事および、ポール練習・記録会は、急遽 

部会とクラブ内の要望を再組織して企画設定し

ました。 
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「みんな個性が強いのね」 
深雪スキークラブ 

年末年始スキー ＩＮ野麦峠スキー場

12/30夜発～

1/2(土) 
 

参加者 クラブ員：7名＋2名【運動会参加】  

クラブ員外：3名 

 年末年始寒波で、岐阜方面は大雪でしたが、野麦峠

は、小雪が時折降るくらいの天候に恵まれました。そ

のため、まだ雪付きが足りないため、全面滑走とはい

けませんでした。コロナの影響で、恒例の餅つきとゼ

ンザイのふるまいなどのイベントが一切ありませんで

した。レストハウスは感染予防対策が施され寒いし空

いていました。ゲレンデも空いていて滑りやすかったです。 

スキー講習は、講師は東さんメインでしたが、生徒は指導員の有資格者も多く口も足も

達者なので、結構フリーでした。 

 1/1、雪上運動会を実施。赤・青チーム５人ずつ、に分かれ、ボール運びリレー【スコ

ップでテニスボールを運ぶ】、ドッチボール【時間内に何人残れるか】、雪上カルタ【大き

なカルタを走ってダイブ取って、チーム合計数】のゲー

ムで競いました。熱くなりました。青チームが勝ちまし

た。 

 宿は、「野麦の里」ですが、コロナのためか、半分は閉

めていました。部屋も余裕の人数でした。 

 夜の交流会は、３１日は、ビデオ（昼に撮ったもの）

を見た後、ゲーム【坊主めくり】・クイズ【牛関係】大会。

１日は、百人一首の源平合戦とビンゴ。コロナ禍で、飲

食はやめ、短時間にしました。 

 1/2 は午前中滑り、三々五々帰途につきました。道路も空いていて明るいうちに帰れま

した。   

 

クラブ員外の参加者からの感想をいただきました。 

○ クラブ員でないけど、もう１０年以上毎年参加しています。今年は他の仲間と企画し

ていたスキーが２件没になっていて、沈んだ気持ちだったけど、野麦でやる気を盛り

返しました。また、どこかの企画でお会いしましょう。 

○ 雪がもう少し欲しかったね。楽しかったがコロナ対策をもっとしっかりと思いました。

また、よろしく。 

○ クラブ員の個性が強く、皆が意見を言ってまとまらないようで、決まって行くので面

白かった。楽しく参加できた。宿の部屋がほこりぽっかったのが気になった。 

（浅井さんの友人、スキーせずに宿とレストハウスでのんびり休養のために参加し、夜

の交流会は参加）   

あらためてクラブ員の顔を思い浮かべ、個性的ね、ふ～んと思いました。浅井 

 

勝った青チーム 

快調にボールを運ぶ参加者 
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冬のおもしろスポーツ 

ウンタースポーツといえば、スキー、スノーボード、スケート・・・それだけで 

はありません。冬のおもしろスポーツを紹介します。 

長靴アイスホッケー 気軽にできる「氷上の格闘技」 

  1978年に、誰もが楽しめる冬のニュースポーツとして、北海道の釧路で生まれました。ア

イスホッケー日本代表の森嶋さんが、①北海道人は誰でもアイスホッケーを知っている ②

北海道人は誰でも長靴を持っている ③スケートが上手でなくても氷上で遊べる の３点に

着目して考案しました。ルールは簡単。スケート靴の代わりに長靴をはき、柔らかいボール

を使ってホッケーをします。２月には道内や本州から強豪チームが集う「全日本大会」も開

催。厳冬の中でも市民が熱く競う競技として広く親しまれています。 

ウインタートライアスロン 冬場の鉄人レース 

 水泳の代わりにランニング。雪上で走るので普段どおりのランニングではないのがミ 

ソ！ 次はマウンテングバイク。これも細いタイヤのロードバイクとは違って、がっちり雪

をつかむ幅広タイヤです。雪原を走るのでハンドルを取られないようにするのが難しい。最

後はスキーをはいたクロスカントリー。寒い地方には必ずある雪を舞台としたトライアスロ

ン。北欧ではさかんに行われています。日本でも北海道・長野。新潟でレースが開催されて

います。 

スノースクート 初めての人でもすぐ乗れる 

 自転車のタイヤの代わりに短いスノーボードを２枚、付けたような形です。

スキーやスノーボードはうまく滑れるようになるにはかなりの練習が必要で 

すが、スノーストークははじめての人や子どもでもすぐに乗りこなせるのが特徴です。フラ 

ンス生れの新しいスノースポーツです。幅があるので安定がよい、ハンドルで方向を決める 

ので操作がやさしい、体力の消耗が少ないことから通常は２時間くらいの基礎練習で滑るこ 

とが出来ます。ユーチューブに沢山動画があります。スキー場にはレンタルもあります。 

スポーツ雪合戦 世界に広がる「Yukigassen」 

 1989年に北海道有珠郡昭和新山で冬季のインバウンド施策の一環として発案され、昭和 

新山国際雪合戦が誕生し、スポーツ雪合戦が生まれました。1992年にオーストリアで初の 

国外イベントが開催され、以降フィインランド、ノルウエー、ロシアなどで開かれ、2013 

年には国際雪合戦連合が発足しました。海外表記も「Yukigassen（雪合戦）」で通用します。 

 競技は自陣、敵陣に分かれた長方形のコートで行われ、それぞれのコートの中心に旗が 

一本ずつ立ち、雪よけとなるシェルターとシャトーが設置されます。シャトーの後にはあ 

らかじめ用意された最大 90球の持ち玉が置かれ、このコートで 7人ずつの選手が雪玉を投 

げ合いあい３セットのプレーをします。相手に雪玉が当ればその選手はアウトとなり、以 

降そのセットではプレー出来ません。１セットは３分。この時間内に相手選手全員に雪玉 

を当てるか、あるいは相手コートの旗を取ればセット獲得となり

ます。また、３分を経過した場合はアウトにした相手の数をポイ

ントとしてセット獲得を決めます。そして２セッ 

トを先取した方が勝ちとなります。 

 

そのほかにスノーフィート、セパレートスノーボード、 

スノースケートが紹介されたいます。（スポーツのひろば No.534 2021年 1・2月号から抜粋） 

シャトー 

フラッグ シェルター 
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乗鞍雪渓 大滑降交流会 
主催：全国スキー協 山スキー部会 

主管：愛知・ぶなの木 岐阜・岐阜アスペン 滋賀・ブラッファーズ 

5月晴れの一日、雄大な乗鞍の雪渓を滑

りましょう。大きな雪渓・素晴らしいオフ

ピステです。天然記念物の雷鳥が住んでい

ます。 

標高2300ｍにある位ヶ原山荘までバス

で行き、そこから3000ｍの頂上・剣が峰をめざします。体力・好みに応じて下記の

４のコースがあります。多くの方々の参加お願いします 

＊新型コロナ感染症対応については別途ご連絡します。   

 

日 時：5月 15日（土）～16日（日） 

宿 泊：美鈴荘（乗鞍温泉高原）〒390-1512 長野県松本市安曇 4085-49 

 ℡：026-393-2330 

集 合：5月 15日（土）午前 7時 宿舎前（出発可能な態勢でお集まり下さい） 

コース：Ａ 剣が峰コース（標高 3026ｍ） 

Ｂ 摩利支天コース（標高 2872ｍ） 

Ｃ 肩の小屋コース（標高 2750ｍ） 

Ｄ ネイチャースキーコース（道具はネイチャースキー、2500ｍの位ヶ原周辺） 

スケジュール 

5/15（土）午前 7時 開校式 

       7時 15分 移動、乗鞍登高と滑降 

      午後 5時 宿舎に戻る 

      午後 6時～9時 夕食と交流会 

5/16（日） 自由行動 ※予備日 5/15が悪天の場合、16日に滑降  

持ち物：ビーコン スコップ プロープ 登高用具（シール等） 携帯 行動食 防寒防風具 

参加費：13,000円（1泊 2食・救出基金・事務所経費等） 

問い合わせ・申し込み先：全国スキー協山スキー部 経塚茂 090-2268-4682 

 

山スキー ≪入門おすすめコース２≫大日ヶ岳（1709ｍ） 

 大日ヶ岳は岐阜県高山市と郡上市にまたがる山です。高

鷲スノーパークスキー場のゴンドラを利用すれば登山口の

1550ｍまで一気に運んでくれます。そこから 200ｍ弱の高低差

を 2時間程度ハイクアップすれば大日ヶ岳 170９ｍの山頂です。 

尾根沿いに山頂までハイクアップですが、頂上の手前で少し

登り返しがあります。初心者ばかりでなく経験者でも安心して

山スキー楽しむことができます。特に天気のいい日は乗鞍岳、白山、御岳が一望で山スキー

のだいご味が味わえます。 

滑降コースは沢筋もおおいので経験者、山スキーリーダと一緒に滑ってください。ぶなの

木スキークラブでは毎年一回はツアーを催し、2021年は 2月 7日（日）に日帰りツアーを計

画していますのでこのような機会を利用してください。  

ぶなの木連絡先：浅井 090-5108-3405    


